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	４　各委員会等の結果の概要について
	１　知事と学長の意見交換会について
	大田理事長より知事との意見交換会について報告があった。
	２　日本電気硝子との包括協定の延長について
	草川地域連携推進グループ統括より資料に基づき報告があった。
	３　公募制度への応募等における可否判断基準(案)等に関する説明について
	面矢人間文化学部長より教職員有志から提出された資料について説明があり、意見交換が行われた。
	篠原委員から研究戦略委員会では議論できないのではないかとの意見があったが、大田理事長から、まずは研究戦略委員会の審議結果を待ちたいとの発言があった。廣川研究評価担当理事から研究戦略委員会で議論し、できれば９月には報告したいとの発言があった。

